
令和４年 11 月 16 日 

     ナショナル・バイオリソース・プロジェクト 

中核拠点整備プログラム・広義キク属 

 

広島大学 自立型研究拠点  

「次世代を救う 広大発 Green Revolution を創出する植物研究拠点」 

 
広義キク属研究セミナー （Zoom によるオンライン開催） 
 

「キクの白さび病抵抗性を選抜できる DNA マーカーの開発」 
 

 

【日 時】：令和４年１２月１６日（金） 13：00～14：00     

【講 演】：住友 克彦先生 

農研機構野菜花き研究部門 野菜花き品種育成研究領域 上級研究員  

 

https://us02web.zoom.us/j/85171475826?pwd=SEE2TFJ3RXRvMytWVXVONXhGNEJnQT09 

 

Zoom ミーティング ID:  851 7147 5826 

パスコード: 206130  

 

【要旨】 

我が国のキク生産において、キク白さび病（以下、白さび病）は生産低下を引き起こす最大の病害

である。白さび病は、キク白さび病菌（Puccinia horiana）が原因となる病害で、発病によってキク茎

葉に淡褐色の病斑を生じ、著しく経済的価値を失う。これまで、白さび病に対する抵抗性品種が同定

され、後代への抵抗性の遺伝様式が明らかにされてきたが、キクは六倍体で DNA マーカーの開発に多

大な労力がかかることから、抵抗性を判別する DNA マーカーの開発は進んでこなかった。近年、キク

タニギクのゲノム配列および超並列シーケンサーを用いることで効率的にキクの DNA マーカーを開発

する手法が確立され、白さび病抵抗性を判別できる DNA マーカーが開発された。DNA マーカーを用

いた選抜によって白さび病に強い抵抗性を示すキク品種を効率的に開発できる。抵抗性品種を用いる

ことで減農薬栽培が可能となり、白さび病の被害が大きい露地でのキク生産に大きな利益をもたらす

と期待される。 

 

※事前登録の必要はありません。どなたでもご参加いただけます。 

発表データの録画・録音は禁止といたします。 

 

 

【問い合わせ先】 

広島大学大学院統合生命科学研究科 

附属植物遺伝子保管実験施設 草場 信 

TEL：082-424-2471 

E-mail：shokui@hiroshima-u.ac.jp （受信専用アドレス） 

  

http://www.nbrp.jp/

